
-

イ

シ
J
ウ
デ
ツ
グ
石
野
氏
弐

活
判
明
讃
岐
、
後

一
が
あ
る
。
陰
山
政
人
は
即
ち
大
阜
で
、
加
賀
人
で
は

=
入
右
衛
門
。
父
は
和
泉
氏
誌
。
大
援
の
役
に
も
従
ひ
、

一
あ
る
が
似
不
明
で
あ
る
。
こ
の
自
の
後
牢
は
暮
倒
舎

一一
級
六
千
五
百
十
句
か
ら
八
千
-
台
に
主
っ
た
が
、
俊
明
に

一
和
凶
に
討
す
る
泊
料
句
集
だ
か
ら
、
和
凶
の
残
し
た

一
よ
り
て
改
易
せ
ら
れ
、
子
牢
右
術
門
氏
院
に
新
知
千

一
流
娃
=一
年
の
叙
貸
出
町
冗
年
の
も
の
で
あ
る
。

『
点
目
一
台
を
協
は
っ
た
。
然
る
に
氏
臨
の
子
牢
右
衛
門

一

イ
シ
ノ
ハ
シ
ラ
右
の
柱

』
イ
Y

ノ
キ
石
の

に
非
行
が
あ
っ
た
鈴
、
見
文
九
年
そ
の
病
必
の
後
地

一
木。

子
山
凶
郎
に
制
約
の
命
が
な
か
っ
た
。

一

イ
シ
ノ
ヒ
デ
斗
キ
石
野
英
之

泊
務
総
柴
助
。

イ
シ
ノ
ウ
デ
ミ
ツ
石
野
氏
滴
泊
裕
和
泉
。
本

一
父
は
花
氏
。
文
化
五
年
治
知
千
五
百
五
十
討

を
製

姓
は
赤
訟
、
播
州
三
本
に
応
。
、
弓
術
の
淫
4
0
で
あ

一
ぎ
、
御
奏
者
公
邸
製
部
行
・
魚
印
在
住
・
御
算
用
揚

っ
た
。
後
前
出
利
家
に
仕
へ
、
人
持
制
に
列
し
て
七

一
奉
行

・
御
返
討
御
用
に
M
M
任
し
、
天
保
六
年
六
且
入

千
七
百
石
を
協
は
り
、
入
王
子

・
大
現
寺
の
二
役
に

一
日
江
戸
に
於
い
て
授
、

mbイ
。

功
を
立
て
、
川出長
十
二
年
病
死
し
た
。

一

イ
シ
J
ヒ
ロ
ウ
デ
石
野
区
氏

治
桝
喜
三
郎

・

イ
シ
ノ
カ
ラ
ト
タ
ニ
石
康
戸
谷
川
出
品
川
亦
縦

一
多
宮
・
入
左
術
門
・
加
持
制
+
士
山
岡
山
。
五
共
街
氏
円増

山
内
凶
北
浜
谷
で
、
大
祁
川
に
注
ぐ
納
税
を
出
す
。

一
の
益
子
と
な
っ
て
出
百
泊
十
討
を
削
岩
ぎ
、
天
明
三
年

イ
シ
ノ
キ
石
の
木

石
川
地
一
台
北
に
あ
る
出
本

一
五
訂
討
を
加
へ
て
人
持
末
印
刷
に
列
し
、
五
年
亦
五
百

の
X
討
を
、
T

官
の
木
と
も
石
の
木
宮
と
も
討
の
校
と

一
新
一を
加

へ
て
人
持
制
に
進
ん
だ
が
、
六
年
八
且
遠
慮

も
い
ふ
。

可
制附
小
説
に
、『
認
州
中
島
の
近
所
に
立
石

一
を
命
ぜ
ら
れ
て
諸
政
冗
年
十
一
且
に
市
泊
さ
れ
、
そ
の

の
宮
と
て
紳
匙
あ
り
。
共
駐
刷
出
に
立
石
五
つ
あ
り
。

一
後
今
石
川
則
自
廿
支
配
・
御
近
笥
御
用
と
な
り
、
文
化
五

或
年
微
妙
公
の
御
む
に
て
、
近
趣
向
姓
を
以
て
被
お

一
年
七
H
別
配
し
た
。

捌
候
山
地
、
二
丈
迄
制
候
へ
ど
も
討
の
制
維
知
候
。
共

一

イ
シ
ノ
マ
チ
石
野
町

羽
咋
柑
邑
知
院
内
太
田

段
御
間
後
成
、
最
早
制
巾
凶
蚊
候
。
以
来
も
制
刑
不
巾

一
部
永
保
に
凶
叫
す
る
部
古
川
。
亭
隊
四
年
七

H
の
一
宮
惣

採
に
と
彼
仰
什
候
。
』
と
あ
る
が
、
今
は
刷
加
は
な

一
分
間
納
雌
に
、『
査
段
石
川
町
か
は
ら
け
出
石
川
九
郎
兵

く
、
討
の
似
も
口
際
さ
ま
で
深
い
も
の
で
は
な
い
。

一
街。
』
X
矢
口
止
十
九
年
十
川
十
六
日
間
出
利
家
の
印
醤

石
立
の
村
名
は
文
安
泊
年
六
H
n
の
石
川
川
水
宮
入
麟
富

一
に
、『
八
十
戒
設
四
斗
泊
升
石
川
村
之
余
。
』
と
あ
る
石

前
進
紋
に
見
え
て
、
石
の
木
が
市
く
咋
在
し
て
ゐ
た

一
一川は
、
皆
今
の
石
川
町
川
で
あ
る
。

も
の
で
あ
る
こ
と
は
判
る
が
、
何
の
門
的
℃
建
設
せ

一

イ
シ
バ
シ
グ
チ
石
橋
口

北
陸
七
闘
志
天
文
廿

ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。

一
一
年
明
日
宗
仰
が
加
到
に
前
人
る
僚
に
、
『
官
生
ロ
崩

イ
シ
ノ
ゲ
ン
ベ
エ
石
野
源
兵
衛
父
は
布
京
地
。一

て
逃
行
凶
、
玄
帯
幼
対
泌
城
戸
を
刷
て
、
川
崎
・山
代

孤
兵
衛
M
嵐
長
五
年
別
出
利
長
に
仕
へ
、
四
月
討
を
領

一
ま
で
温
討
に
し
け
る
。
石
綿
口
に
は
江
沼
紛
の
者
入

し
、
間
十
六
年
間
担
。
子
山町出
仰
に
問
山
由
し
た
。

一

千
許
、
市
郷
の
城
に
尉
た
り
し
が
、
諸
口
引
退
を
見

イ
シ
ノ
コ
ヱ
石
の
聾

一

加

。
序
文
に
陰
山
放

一
て
、
は
う
/
¥
山
中
を
指
て
古
川
行
け
る
。
』
と
あ
る
。

人
自
凶
と
あ
る
。
何
年
三
月
間
}烈
泡
憾
の
錦
に
卯
曾

一
石
前
日
は
江
川
山
部
大
型
寺
か
ら
南
郷
に
入
る
方
面
と

を
似
す
こ
と
を
述
べ
て
、
大
阜
の
投
句
に
よ
る
倣
仙

一
は
能
祭
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
諮
問
山
は
明
白
で
な
い
。

Y 

イ

イ
シ
ヒ
キ
マ
チ
右
引
町

金
概
の
川
名
。
文
旅

元
年
尾
山
城
築
院
の
豆
石
を
戸
室
山
か
ら
駒
き
出
し

た
道
初
で
あ
る
筑
こ
の
名
が
起
っ
た
。
今
は
上
中
下

に
分
か
れ
て
ゐ
る
。

イ
シ
ボ
ト
ケ
ヤ
マ
右
俄
山

J
ケ
ツ
カ
イ
ヤ
マ

潔
界
山
。

イ
シ
マ
ル
キ
チ
ノ
ジ
ヨ
ウ
右
丸
吉
丞

鹿
島
験

校
の
子
で
、御
射
手
と
な
り
、
職
二
一
白
石
を
受
け
、
元

融
七
年
十
二
且
授
。
子
孫
折
々
訴
に
仕
へ
た
。

イ
シ
マ
ル
ノ
プ
フ
サ
石
丸
誠
房
泡
稿
文
太
夫
。

初
名
釣
答。

元
職
六
年
前
倒
吉
徳
の
御
居
間
紡
引
と

な
り
、
手
保
二
年
御
歩
に
進
み
、
九
年
新
番
に
列
し

て
百
三
十
石
を
受
け
、

十
一

年
七
十
行
を
加
へ
て
級

外
に
瑳
し
、
十
七
年
五
十
石
を
加
へ
、
御
大
小
持
組

に
斡
じ
、
御
納
戸
奉
行
と
な
り
、
延
芋
三
年
六
十
四

践
を
以
て
夜
。
子
孫
務
に
悦
聞
出
し
た
。

イ
シ
マ
ル
ミ
ヨ
ウ
石
丸
名

惚
永
H
一
年
四
且

十
九
日
足
利
義
持
の
倉
光
際
増
丸
に
奥
へ
た
敬
都

に
、
加
賀
凶
玉
鉾
郷
内
石
丸
名
と
あ
る
。
石
川
測
で

威
盆
館

イ
シ
パ
シ
サ
モ
ン
石
橋
左
門

初
め
御
民
間
方

一
あ
る
が
、
今
こ
の
地
名
を
存
せ
向
。

定
番
御
歩
で
あ
っ
た
が
、
次
い
で
新
番
と
な
り
、
又

一

イ
シ
ヤ

箆
者

滞
の
献
を
受
け
る
凶
者
を
典
禁

新
知
百
石
を
受
け
て
組
外
に
斡
じ
、
次
い
で
五
十
石

一
と
い
ひ
、
就
中
心
掛
伎
を
診
開
削
す
る
も
の
は
之
を
御
匙

を
加
へ
た
。
後
御
--毒
殺
と
な
白
、
天
保
四
年
四
千
校

一
と抑制
し
た
o

務
院
中
獄
舎
に
郭
制
す
る
も
の
は=一ヶ

横
目
、
十
三
年
役
銀
奉
仔
等
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

一
所
附
と
い
は
れ
る
o
又
入
家
・人
持
の
如
き
お
般
の

イ
シ
バ
h
F

ケ

石

自
国
川
一
引
け
羽
咋
測
地
保
の
内

一
士
に
召
抱

へ
ら
れ
る
も
の
を
抱
殴
消
と
い
ひ
、
そ
の

の
小
宇。

一
技
指
に
よ
っ
て
一
一
一
一
一
十
人
扶
持
か
ら
四
五
百
行
の
秩

イ
シ
ハ
ラ
テ
ツ
ジ
石
原
銭
次

臨
長
十
五
年
の

一
勝
を
受
け
た
。
抱
岡
山
者
は
阿
邸
内
と
問
じ
く
町
住
民

頃

商

問

金
制仲
に
倣
舞
伎
者
と
糾
し
て
鏡
夜
航
行
し

一
の
者
が
多
〈
、
そ
の
玄
闘
に
は
忠
告
揃
銑
弟
子
治
腕

た
抗
措
紛
の
浪
士
が
あ
っ
た
か
ら
、
前
倒
利
長
は
そ
れ

一
が
あ
り
、
之
に
隣
っ
て
床
の
聞
に
紳
円
以
氏
の
間
像
を

ら
の
六
十
三
人
を
捕
へ
し
め
た
。
銭
次
は
そ
の
首
魁

一
か
け
た
診
従
衆
孤
開
室
が
あ
っ
た
。
仲
間
診
の
際
は
問

で
、
巧
に
亡
命
せ
ん
と
し
た
が
、
大
即
時
寺
の
開
門
で

一
留
者
と
い
へ
ど
も
椴
ね
別
総
に
来
っ
た
。

近
藤
大
和
の
家
人
岡
山
作
兵
衛
の
錫
に
斬
殺
世
ら
れ

一

イ
シ
ヤ
シ
ョ
ウ
ジ
石
屋
小
路

金
持
の
町
街
。

た
。

一
滞
政
の
時
に
は
深
美
氏
郎
の
航
聞
で
あ
っ
た
。
古
へ

名
高
い
石
工
が
間
的
た
放
に
こ
の
名
が
起
っ
た
も
の
で

あ
ら
う
。

イ
シ
ヤ
ス
ミ
バ
右
休
場
一
日
ル
ベ

鼠
奈
川
戸
川
原

町
矧
に
回
す
る
部
訴
。
能
官
名
跡
芯
に
、『
往
来
よ
り

少
し
山
手
に
行
休
場
村
と
い
ふ
村
あ
り
。
昔
議
読
大

間
七
村
山
粉
川
智
へ
山
上
の
時
、
石
に
休
み
給
ふ
桜

田中
山石
あ
り
。
今
も
小
名
に
分
け
て
百
体
制
婦
と
い
・
か
な

り
。
』
と
あ
る
。

イ
シ
ョ
ウ
デ
ン
シ

z
.7
衣
装
回
湾
水

石
川
地

御
供
同
に
在
る
。
元
文
二
年
の
訟
上
に
、
こ
の
村
に

清
水
ニ
ヶ
所
あ
っ
て
、
レ
し
ゃ
う
で
ん
消
水
・
お
ば
い

清
水
と
い
ふ
と
杷
し
、
組
地
問叫
に
は
お
ば
い
山
水
を

お
花
水
と
把
し
て
民
る
。

イ

シ

ヰ

石
井

邸
主
郎
中
町
針
郷
に
凶
す
る
部

首
問
。
能
殺
白
跡
芯
に
、『
小
附
生
よ
り
川
野
川
総
を
殺

れ
ば
石
刻
村
立
し
。

厳
罰
相
院
と
て
卸
宗
あ
り
。
』
と
記

す
る
。イ
シ
ン
カ
ン

狛
館
。

四

l
-

ソ
ウ

ユ
ウ
カ
ン
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